
山形大学基金への寄付金は、所得税法上の寄付金控除の対象となる特定寄付金（所得税法第 78条第 2項第 2号）

又は法人税法上の全額損金算入を認められる指定寄付金（法人税法第 37条第 3項第 2号）として財務大臣から指定

されております（昭和 40年大蔵省告示第 154号）。

また、個人から山形大学基金にご寄付いただいた場合、「所得控除」が適用されますが、経済的な理由で修学に困難

がある学生等に対する支援にご寄付いただく場合は、「所得控除」と「税額控除」のどちらかを選択することができます。

〒 990-8560　山形県山形市小白川町一丁目 4-12　TEL 023-628-4497　FAX 023-628-4185
E-mail : yukikin@jm.kj.yamagata-u.ac.jp　　https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/fund/

山形大学基金事務室

■個人の場合

（1）所得及び所得税の寄付金による控除
　寄付金控除には、［A］ 所得控除と［B］ 税額控除の 2

種類があります。ただし、［B］税額控除については、経済
的な理由で修学に困難がある学生等に対する支援のた
めの「修学支援事業特定基金」にご寄付された分につい
てのみ適用となります。確定申告の際には、寄付者ご自
身においてどちらか一方の制度をご選択ください。

［A］  所得控除
　各寄付者の所得に応じた税率を寄付金額に乗じて、
所得税額から控除

　　　　　　　　  　     　　　　　　　　　　　 所得税額から控除

［B］税額控除
　各寄付者の所得に応じた税率に関係なく、所得税額
から直接寄付金額の一定割合を控除

　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　 所得税額から控除

※1  寄付金支出額が、総所得金額等の 40％に相当する金額を超える
場合には、40％に相当する額が税額控除対象寄付金となります。

※2  控除対象額は、所得税額の25％が限度となります。

（2）個人住民税の寄付金による控除
　山形大学へご寄付された翌年１月１日のご住所が次の
自治体の方は、確定申告の際に、住民税の寄付金控除も
あわせて申告することにより、翌年度の住民税から控除さ
れます（令和2年にご寄付された場合、令和3年度の住民

所得控除　（10,000円－2,000円）×20％　＝　1,600円
税額控除　（10,000円－2,000円）×40％　＝　3,200円

（寄付金額※1－2,000円）×（所得に応じた）税率

税から控除）。確定申告をせずに住民税の寄付金控除の
みを受ける場合は、各自治体に申告してください。
・ 都道府県の指定：山形県
・ 市町村の指定：山形市、米沢市、鶴岡市

※上記の自治体及び今後、山形大学を住民税控除の対
象法人として指定した自治体から要請があった場合は、
寄付者名簿を提出することになっておりますので、ご了
承願います。寄付者名簿には、寄付者氏名、住所、寄付
金額、寄付受領日を記載いたします。

　　        住民税額から控除

※3 控除対象となる寄付金額は、その年の総所得金額等の 30% が
上限となります。

※4 住民税控除率は、都道府県の指定は 4%、市町村の指定は 6%、
双方指定の場合は10%となります。

（3）寄付金控除の手続き
　寄付金控除を受けるためには、ご寄付された翌年の確
定申告期間に所轄税務署で確定申告を行ってください。
確定申告の際には、山形大学が発行する「領収書」（税額
控除を受ける場合は、併せて「税額控除に係る証明書」の
写し）が必要になります。

※領収書等は、本学で入金の確認が取れ次第、お送りい
たします。

※確定申告書は国税庁ホームページ「確定申告書等作
成コーナー」から作成することをお勧めします。

※確定申告についてのご相談は、所轄税務署へお問い合
わせください。

■法人の場合

寄付金は、当該法人の各事業年度の所得の計算上、全
額損金に算入されます。      

（寄付金額※3－2,000円）×住民税控除率※4 

（寄付金額※1－2,000円）×40％＝控除対象額※2

【参考例】
年収500万円（平均的な税率20％）の方が１万円を
寄付した場合

税 制 上の優 遇 措 置

何よりも学生を大切にする山形大学
―学生の学びを支援する山形大学基金―

山形大学基金
Ya m a g a t a   U n i v e r s i t y   F u n d

写真は、山形大学校友会学生幹事企画「# 山大フォトコンテスト 2019」の応募作品です。



山形大学は、「地域創生」「次世代形成」「多文化共生」 の３つを
使命として、人口減少やグローバル化で大きく変わりつつある社会を
持続的に発展させるために、教育・研究・地域貢献に全力で取り組
んで参りました。 6 学部と 7 研究科において地域変革の担い手となる
若者を教え育て、多くの有為な人材を世に送り出してきました。

「山形大学基金」 は 2016 年の創設以来、卒業生や在学生の保護者、
地元企業など多くの皆さまからご支援をいただいております。 本基金
によって、経済的に修学困難な学生や、国際交流、課外活動への
支援をはじめ、キャンパス環境の改善が進み、学生の就学において
大きな支えとなっております。

国の財政状況が厳しく、運営費交付金の増加が期待できない状況の
中で、本基金は山形大学が今後も持続的に活動する上でますます重
要性を増しております。 学生も、本基金が社会の皆さまからの励まし
であることを理解し、一層、勉学に励むものと思います。

ここに「山形大学基金」 への寄付をお考えの皆さまに、その概要を
ご案内いたします。本学はこれからも「地域創生」「次世代形成」「多
文化共生」 の３つの使命に邁進してまいりますので、皆さまのご理解
とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

 国立大学法人山形大学

 学長

皆さまの想いを山形 大 学の「 地 域 創 生 」
「 次 世 代 形 成 」「 多 文 化 共 生 」のために

玉手英利
東北大学大学院理学研究科修了、

山形大学理学部長、小白川キャンパ

ス長などを経て、 2020 年 4 月より学

長に就任。

「山形 大 学 基 金 」 状 況 報 告

平成28年度から令和元年度の受入実績

平成31年4月から令和2年2月末までの受入状況報告

金額（円） 件数

平成 28 年度 15,214,910 344

平成 29 年度 16,955,788 368

平成 30 年度 17,832,228 406

令和元年度 18,557,772 432

区分 金額（円） 件数

「山形大学基金」受入実績

平成31年4月1日

〜令和2年2月29日

18,557,772 432

（内訳1：目的別）

経済的修学困難学生へのご支援 1,062,500 138

大学公認学生サークルへのご支援 456,500 38

山形大学運営全般へのご支援 15,740,036 230

学部等へのご支援 1,298,736 26

（内訳2：ご寄付者別）

個人（一般） 136,000 20

卒業生・修了生 1,470,000 67

保護者 802,000 26

法人・団体 14,015,772 8

教職員（現職・退職） 2,134,000 311

※令和元年度は 2 月末までの実績

金額（円） 件数（件）

目的別
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山形大学基金は、 本学における学生支援及び教育研究支援等に資することを目的に創設いたしました。

山形大学の更なる飛躍と発展のために、皆さまからの末永いご支援とご協力をお願いいたします。

山形大学基金への寄付のご案内

経済的な理由で修学に困難がある学生等に対して支援を

行うことにより、意欲と能力のある学生が希望する教育を

受けられるよう支援することを目的としています。

具体的には、次のように活用されます。

● 入学料、 授業料及び寄宿料の全部又は一部免除

● 学資金の貸与又は給付

● 学生の海外への留学に係る費用負担

● ティーチング・アシスタント及びリサーチ・アシスタント

　 業務に対する手当等負担

経 済 的 修 学 困 難 学 生への支 援

以下の支援事業を柱としております。 各事業の詳細につ

きましては、年度毎に諸状況を勘案しながら計画します。

● 学生支援

　 課外活動（団体、 サークル等）、

　 キャリア形成・就職、 優秀学生への奨学金等

● 教育研究支援

　 基盤共通教育・専門教育、 学術研究推進等

● 国際交流支援

　 海外留学、 外国人留学生、 海外大学との交流等

● キャンパス環境整備支援

　 安全・安心・快適なキャンパス整備、

 　バリアフリー対応等

● 社会連携・社会貢献活動等支援

　 卒業生等との交流、 ボランティア活動、

　 地域交流・貢献活動等

● その他基金の目的達成に必要な支援

山形 大 学 運 営 全 般への支 援

学部等（所属する研究室を含む）を指定してご支援をい

ただくことができます。

（例）  〇〇学部（研究科）、 〇〇学科（専攻）、 〇〇研究室

本支援へのご寄付の一部（30%）は全学事業に充当させ

ていただくこととしております。

学 部 等への支 援

小白川、飯田、米沢、鶴岡の各キャンパスにある各「大

学公認学生サークル」を個別に指定してご支援いただくこ

とができます。

（例） 飯田キャンパス：硬式テニス部

 鶴岡キャンパス：吹奏楽団

大 学 公 認 学 生サークルへの支 援

ご
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キャンパス環境
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社会連携・社会貢献
活動等支援

何よりも学生を
大切にする山形大学
―学生の学びを支援する山形大学基金―

※経済的修学困難学生への支援に係る

「税制上の優遇措置」 について

　平成 28 年度の税制改正により、 国立大学法人等

が実施する修学支援事業（経済的修学困難学生への

支援に限る）に対する個人の方々からのご寄付につ

いては、これまでの「所得控除」に加え「税額控除」

の適用対象となりました。

　本学の 「修学支援事業特定基金」 へのご寄付は

上記に該当いたしますので、 確定申告の際に、 ご寄

付者において、 所得控除又は税額控除、 いずれか

一方の制度を選択いただけます。

山形大学基金
Yamagata  University  Fund

寄付者の
皆さま

基金
事業の
展開



御 礼メッセージ

ご寄付に際しては、各種のお申込み方法がございます。 Webサイト並びに添付の払込票によるご寄付が可能です。

ご不明な点がございましたら、お気軽に基金事務室へお問い合わせ願います。

ご寄付いただきました皆さまに深く感謝の意を込めまして、ご芳名を山形大学基金ホームページに掲載し、
永く本学の歴史に刻ませていただきます。なお、公開をご希望されていない方々につきましては、掲載を
しておりません。

個人で 100万円以上、法人・団体で 500万円以上のご寄付をいただいた皆さまに、感謝状を贈呈いたします。

公益のために私財をご寄付いただいた方に授与される『紺綬褒章』 に、ご寄付者のご意向を確認の上、
公益団体認定を受けている本学から文部科学省に申請いたします。 授与基準に基づき、 500 万円以上の
ご寄付をいただいた個人及び 1,000万円以上のご寄付をいただいた団体を対象としております。

ご芳名の掲載

感謝状の贈呈

国の褒章制度

「山形大学基金」への土地・建物株式等の現物資産のご寄付につきましては、所定の手続きによりみなし譲渡所

得税が非課税となります。

現物資産のご寄付をお考えの場合は、基金事務室へお問い合わせ願います。

ご寄 付のお申込み ご寄 付への謝 意

株 式 等の現 物 資 産によるご寄 付

山形大学基金 検索

山形大学基金 Web サイト

https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/fund/

遺言で相続人のほか、山形大学を受遺者（遺言によって財産の遺贈を受ける者）としてご指定いただくことにより、

ご寄付いただくことが可能です。本学では、本学に遺贈をお考えの方々のお役に立つよう、高度な専門性と豊富な

経験を有する信託銀行と協定を締結しております。遺贈によるご寄付をお考えの場合は、基金事務室へお問い合わせ

願います。なお、本学へご遺贈いただきました財産については、原則として相続税は非課税となります。

遺 贈によるご寄 付

みずほ信託銀行株式会社  仙台支店

〒 980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町 3-1-1
TEL 022-215-8793

〒 980-0021 宮城県仙台市青葉区中央二丁目 1-7
TEL 022-224-1147

三井住友信託銀行株式会社  仙台支店

　このたびは地球科学フィールドワー
ク教育支援募金にご寄付をいただき
まして、 誠にありがとうございました。
地球科学コースの学生・教員を代表し
て御礼申し上げます。
　当募金は、フィールドワーク教育の
機会と質を確保し、災害大国日本にお
ける防災対策や国土の開発・保全の
ために活躍できる実習経験豊富な人材
育成支援を趣旨として、 2019年 4月
に開設いたしました。 2019年度につ
いてはご寄付の一部を学部 3 年生と
修士 1年生を対象としたグアム島実習

（授業名：野外巡検） の交通費に使
わせていただきました。
　実習は、 2019 年 9 月 28 日から 10

月 2日の 5日間に行われました。グア
ム島では山形では見ることのできない
地質や地形豊かな植生や多様な生物
を観察することができ、貴重な経験を
得ることができたと感じています。
　今後も、かけがえのない海外経験と
ご寄付への感謝の気持ちを胸に刻み、
学生・教員一体となって教育の充実に
努めたいと思います。
　これからも折に触れご支援ご厚情を

賜りますよう、よろしくお願い申し上げ
ます。

　山形大学弓道部は、令和元年 11月
24日～ 26日に伊勢神宮弓道場におい
て行われた「第 67回全日本学生弓道
王座決定戦」に 13年ぶりに東北代表と
して出場しました。結果は二回戦敗退
となり、全国レベルの強さを痛感する
形になりました。
　山形大学基金を通じてご支援してくだ
さった皆さまのおかげで、このような大
舞台に出場することが出来ました。あり
がとうございました。

　本学弓道部は平成 30年秋、東北Ⅰ
部リーグ昇格を果たし、王座決定戦出
場を１つの目標として日々練習してきま
した。課題を明確にし、それらを克服
してきたことや自分自身の射とじっくり
向き合ってきた結果、こうして全国レベ
ルの大会に出場できたのだと思います。
　今年は男女ともに伊勢に行くことが一
番の目標です。目標を達成し、試合で
勝ち進めるよう日々精進して参りますの
で、ご支援よろしくお願いします。

理学部理学科地球科学コース 3 年  越坂真優
学術研究院准教授（理学部担当） 本山 　功地球科学フィールドワーク教育支援募金への御礼

学部等への支援

弓道部統合主将　阿部あやか全日本学生弓道王座決定戦に出場しました
大学公認学生サークルへの支援

お振込方法

▶ クレジットカード決済 ▶ インターネットバンキング決済（ペイジー）

▶ 銀行振込（ゆうちょ銀行・郵便局を含む） ▶ コンビニ決済（払込票タイプ）

グアム島南部　Talofofo 湾にて

神宮会館前にて　コーチの秋野さんと選手



（令和２年４月１日現在）

● clover～硬式テニスサークル～ ● 基礎スキー同好会 ● 柔道部 ● 卓球部 ● バレーすっぞの会

● King　Kids ● 弓道部 ● 少林寺拳法部 ● 男子サッカー部 ● バレーボール同好会

● ＳＡＬＩＢＡＮＤＹ部 ● 競技舞踏部 ● 女子サッカー部 ● 男子バスケットボール部 ● ハンドボールサークル

● Ｓｔｙｌｅ＆表現研究会 ● 剣道サークル ● ● 男子バレーボール部 ● フェンシング部

● WTFテコンドー部 ● 剣道部 ● 女子バレーボール部 ● 男子ハンドボール部 ● フットサル同好会

● アーチェリー部 ● 硬式庭球部 ● 女子ハンドボール部 ● チアダンスサークル「Ｃｈｅｒｒｉｅｓ」 ● フライングディスク同好会

● 合気道部 ● 硬式野球部 ● 水泳部 ● トライアスロン部 ● ボウリング部

● アイスホッケー部 ● 小白川バスケットボール会 ● スキー部 ● 軟式野球部 ● ボクササイズサークル

● アクアライフ ● 小白川ビリヤードサークル ● ● バーベルクラブ ● ラグビー部

● 汗をかく会（ＡＫＫ） ● コピーダンスサークル ● 漕艇部 ● バドミントンサークルスマッシュ№1 ● 陸上競技部

● アメリカンフットボール部 ● サイクリングクラブ ● ソフトテニス同好会 ● バドミントン部 ● ワンダーフォーゲル部

● 居合道同好会 ● 自然に親しむ会 ● ソフトテニス部 ● 花笠サークル「四面楚歌」

● 空手道部 ● 自転車競技部 ● ソフトボールサークル ● パラグライダー部

● ＩＦ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐ） ● 演劇集団舞台工房 ● 混声合唱団 ● 地学研究会 ● ムーミン研究会

● IVY　youth ● お笑いサークル ● 茶道部 ● てるてるぼうず ● 楽天イーグルス応援サークル山鷲会

● JAZZ研究会 ● 音楽愛好会 ● ジャグリング同好会 ● ドットジェイピー ● ラジオサークルHBK

● ＪＣＣ ● 音楽研究会 ● 写真部 ● フィルハーモニーオーケストラ ● 料理サークル「CUCINA」

● アカペラサークル「Ｓｍｉｌｅ」 ● 絵画部 ● 障害児教育研究会 ● フリーペーパーサークル"Y-ai!" ● 歴史学研究会

● 囲碁将棋部 ● かるた部 ● 書道部 ● 文芸部 ● 放送研究会

● うたごえｻｰｸﾙとまり火 ● くるみぼたんの会 ● 吹奏楽団 ● 学び場プラス

● 裏千家茶道サークル千歳 ● 軽音楽研究会 ● 聖書研究会水曜会 ● 漫画研究会

● 映画研究会 ● 劇団めざましどけい ● チーム道草 ● マンドリンクラブ

● 合気道部 ● 柔道部 ● バトミントン部 ● ARK ● 自転車競技部

● 空手道部 ● 準硬式野球部 ● バレーボール部 ● ＥＴＣ(テニスサークル) ● 自動車部

● 弓道部 ● 少林寺拳法部 ● ハンドボール部 ● WTFテコンドー部 ● 柔道部

● 競技スキー部 ● 水泳部 ● フットサル部 ● ＹＭＣＣ（米沢モーターサイクルクラブ） ● 少林寺拳法部

● 剣道部 ● ソフトテニス部 ● ヨット部 ● アーチェリー部 ● 漕艇部工学部支部

● 硬式テニス部 ● ソフトボール部 ● ラグビー部 ● 合気道部 ● ソフトテニス部

● ゴルフ部 ● 卓球部 ● 陸上競技部 ● アクアライフ ● ソフトボールサークル

● サッカー部 ● バスケットボール部 ● ワンダーフォーゲル部 ● アメリカンフットボール部 ● 卓球部

● 居合道同好会米沢支部 ● 軟式野球サークル

● 基礎スキー同好会Ｂｉｇ　Ｂｏｏｔｓ ● バスケットボール部

● ＤoＤ（Dance or Die）ダンス部 ● 軽音楽部Sound Room ● 聖書研究会 ● 弓道部 ● バドミントン同好会

● ● コーラス部 ● 同窓会新聞部 ● 球友会 ● バドミントン部

● 室内合奏団 ● 剣道部 ● パラグライダー部

● 映画部 ● 将棋部 ● 硬式庭球会 ● バレーボール部

● 硬式庭球部 ● 表現研究会

● 硬式野球部 ● フットサルサークル（Atoletico)

● 小白川バスケ会米沢支部 ● フライングディスク同好会

● サイクリングサークル ● 陸上競技部

● サッカー部 ● 和道流空手道部

● ＳＡＬＩＢＡＮＤＹ　鶴岡支部 ● 自然に親しむ会 ● バドミントン部 ● サリバンディ部 ● ワンダーフォーゲル部

● Ｔ．Ｏ．Ｆ．Ｃ ● 少林寺拳法部 ● バレーボール部 ● 自然に親しむ会

● WTFテコンドー支部 ● ソフトテニス部 ● フットサルサークル

● アーチェリー部 ● 卓球部 ● フライングディスク同好会

● 合気道部 ● 鶴岡　ビリヤードサークル ● 陸上競技部 ● Accel Link　米沢 ● ジャグリングサークル

● アクアライフ ● 軟式野球サークル（ニャートルズ） ● 和道流空手道部 ● JAZZ研究会 ● 写真サークルTAKE！

● 弓道部 ● 花笠サークル四面楚歌 ● ワンダーフォーゲル部 ● SCITAセンター＠米沢 ● 書道部工学部支部

● サイクリングクラブ ● バスケットボール部（ＵＹＴＣ） ● バーベルクラブ ● VR部 ● 人力飛行機研究会(ｸﾗﾌﾄ･ﾊﾟﾙ)

● アカデミーストリングス合奏団 ● 吹奏楽団

● アカペラサークルLien ● 聖書研究会

● Crane　Crane（献血） ● 庄内キャンドルナイトの会学生部 ● 漫画研究会 ● 吾妻祭実行委員会 ● ソフトウエア開発研究会

● ＪＣＣ鶴岡支部 ● 吹奏楽団 ● マンドリンクラブ ● 囲碁・将棋部 ● 地学研究会

● OH,ONE！ ● ﾀｷﾀﾛｳﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ ● 森の民 ● 音楽サークル　青い空 ● 文芸部

● うたごえサークルとまり火 ● 地学研究会 ● ジャズ研究会 ● ギター・マンドリンクラブ ● 編入生サークル

● ジャグリングサークル ● テーブルゲームの会 ● 競技麻雀研究会 ● ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀ研究会

● 重音楽研究会 ● フィルハーモニーオーケストラ ● グリークラブ ● 漫画研究会

● 軽音楽研究会 ● 無線研究会

● 劇団スピリッツ ● 模型サークル

● 国際交流サークルYUICY ● ゆきんこ

● 茶道部 ● ロボ・タスティクス

■　飯田キャンパス ■　米沢キャンパス

体
育
系

体
育
系文

化
系
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Student Association)

■　鶴岡キャンパス

体
育
系

文
化
系

文
化
系

文
化
系

山形大学公認学生サークル一覧

■　小白川キャンパス

体
育
系

女子バスケットボール部

スノーボードサークル「ＦｒｅｅＳｔｙｌｅ」




